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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「浅川」

◎
「
浅
川
」
の
縁
起

　

八
王
子
市
の
西
南
部
に
位
置
す
る
浅
川
地
域
。

か
つ
て
の
上
長
房
村
、
上
椚
田
村
が
１
８
８
９

（
明
治
22
）
年
に
合
併
し
て
浅
川
村
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
に
は
町
制
を
施
行
し

て
浅
川
町
と
な
り
、
１
９
５
９
年
に
八
王
子
市
に

合
併
し
ま
し
た
。

　

浅
川
地
域
は
市
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
高
尾

山
を
は
じ
め
と
し
て
、
西
部
に
関
東
山
地
が
広
が

り
、
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が
山
林
地
帯
で
す
。
山
地

か
ら
流
れ
る
小
仏
川
や
案
内
川
流
域
の
谷
あ
い
の

平
坦
地
に
集
落
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
畑
や
水
田

な
ど
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
尾
山
の
薬

王
院
有
喜
寺
や
初
沢
町
の
高
乗
寺
と
い
っ
た
大
き

な
寺
院
も
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
小
仏
峠
を
越
え
る
甲
州
街
道
が

整
備
さ
れ
、
駒
木
野
宿
と
小
仏
宿
を
擁
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
難
所
で
あ
っ
た
た
め
、
１
８
８
８

年
に
は
大
垂
水
峠
を
越
え
る
新
た
な
甲
州
街
道
、

現
在
の
国
道
20
号
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
０

１
年
に
は
甲
武
鉄
道
の
八
王
子
～
上
野
原
駅
間
が

開
通
し
、
浅
川
駅
（
現
高
尾
駅
）
が
開
設
。
そ
の

後
、
１
９
２
７
年
に
高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
敷

設
、
１
９
６
７
年
に
は
京
王
高
尾
線
が
全
通
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
高
尾
山
を
は
じ
め
と
し
た

浅
川
地
域
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
地
域
の
観
光

事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
観

光
地
で
は
歴
史
あ
る
銘
菓
や
農
家
の
副
業
と
し
て

生
産
さ
れ
る
工
芸
品
、
山
菜
な
ど
の
土
産
物
が
販

売
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
宅
地
開
発
が
進
ん
で
、
イ
ー
ア
ス
高

尾
な
ど
の
大
規
模
商
業
施
設
も
進
出
し
、
域
内
の

人
口
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

今回の八王子探訪シリーズは浅川地域。高尾駅周辺をぐるっと回って再
び高尾駅に戻るルートと、高尾駅から旧甲州街道の面影を辿って小仏峠
を目指す２つのルートを設定しました。高尾山だけではない浅川地域の
魅力をご紹介します。

高尾駅周辺散策コース
★浅
川地
域を 

知る！　その１
深～く はちとぴ

観光
―特 撰―

南
北
朝
時
代
草
創
。
当
初
は
臨
済
宗
だ
っ

た
が
、
曹
洞
宗
の
寺
院
と
し
て
中
興
開
山

さ
れ
た
。
寺
院
の
古
文
書
は
市
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
山
王

神
社
社
殿
が
あ
り
、
毎
年
夏
に
祭
礼
が
開

か
れ
る
。
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
は

隣
接
し
て
高
尾
霊
園
も
開
園
。

１
６
１
５
（
元
和
元
）
年
開
基
。
１
８
８

２
（
明
治
15
）
年
の
火
災
に
よ
り
、
本
堂

な
ど
は
す
べ
て
焼
失
し
た
が
、
髙
尾
山
薬

王
院
の
薬
師
堂
を
移
築
し
て
本
堂
と
し
た

（
後
に
新
造
再
建
さ
れ
た
）。
庫
裏
は
清
水

次
郎
長
の
客
分
で
、
高
尾
出
身
の
関
東
綱

五
郎
の
旧
宅
を
移
築
し
た
も
の
。

❸高乗寺 ❶大光寺

椚
田
城
と
も
高
乗
寺
城
と
も
言
わ
れ
る
。

椚
田
氏
が
築
城
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

詳
細
は
不
明
。
高
尾
駅
か
ら
南
方
に
臨
む

標
高
２
９
４
ｍ
の
山
城
で
、
尾
根
に
主
郭

等
が
残
っ
て
い
る
。
築
城
年
代
は
不
明
だ

が
、
15
世
紀
末
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
東
京
都
指
定
旧
跡
。

❹
初
沢
城
跡

戦
時
中
に
金
比
羅
山
地
下
な
ど
に
掘
ら
れ

た
巨
大
地
下
壕
。
当
初
、
地
下
倉
庫
と
し

て
掘
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
中
島
飛
行
機

武
蔵
製
作
所
の
疎
開
工
場
と
な
っ
た
。
地

下
壕
の
断
面
は
基
本
的
に
幅
４
ｍ
、
高
さ

３
ｍ
の
か
ま
ぼ
こ
状
で
、
全
長
は
約
10
㎞

あ
る
。（
本
誌
Ｐ
10
参
照
）

❷浅川地下壕
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あともう
少しだよ！

マイペースで
歩きましょう！

車や自転車に
気をつけて

歩きましょうね！

❶
大
光
寺

❷
浅
川
地
下
壕

❸
高
乗
寺

❹
初
沢
城
跡

❺
菅
原
道
真
公
銅
像

❻
は
ち
ね
こ

❼
東
浅
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

❽
興
福
寺

❾
十
二
社

❿
東
浅
川
交
通
公
園

⓫
高
尾
警
察
署

⓬
い
ち
ょ
う
祭
り
事
務
局

⓭
東
浅
川
宮
廷
駅
跡

⓮
甲
州
街
道
旧
道

⓯
熊
野
神
社

⓰
高
尾
駅

この場所を
ご案内します！

❹～❺の間は道
なりに下ります

下ってすぐ左へ
曲がります

気をつけて
くださいね

この場所
注意‼
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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「浅川」

　

八
王
子
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
高
尾
山
は
、
古
く
か
ら
神
仏
の
宿

る
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
、
薬
王

院
（
髙
尾
山
薬
王
院
有
喜
寺
）
で
す
。
聖
武
天
皇
の
勅
令
に
よ
り
、

天
平
時
代
の
８
世
紀
こ
ろ
に
東
国
鎮
守
の
祈
願
寺
と
し
て
行
基
菩
薩

が
開
山
し
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
薬
王
院
の
名
称
は
、
こ

の
と
き
に
薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
た
こ
と
に
由
来
し
、
現
在
も
薬
師

如
来
像
は
秘
仏
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

永
和
年
間
（
１
３
７
５
～
79
）
に
は
、
山
城
国
（
現
京
都
府
）
醍

醐
寺
か
ら
や
っ
て
来
た
俊
源
大
徳
が
寺
を
建
て
直
し
、
薬
師
如
来
と

と
も
に
現
在
の
本
尊
で
あ
る
飯
縄
大
権
現
を
祀
り
ま
し
た
。
戦
国
時

代
に
は
八
王
子
城
を
守
る
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
条

氏
康
・
氏
照
か
ら
１
５
０
石
の
寺
領
を
拝
領
し
、
江
戸
時
代
に
な
る

と
徳
川
幕
府
が
高
尾
山
を
幕
府
直
轄
の
御お

は
や
し林
山
と
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
山
一
帯
の
木
々
や
寺
院
は
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
き
た
の
で

す
。

　

寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～
44
）
に
は
薬
王
院
十
世
と
な
る
堯
秀
が

再
興
を
成
し
遂
げ
、
奥
ノ
院
不
動
堂
な
ど
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
18

世
紀
半
ば
か
ら
19
世
紀
に
か

け
て
檀
家
は
関
東
一
円
に
広

が
り
、
高
尾
山
信
仰
の
発
展

が
続
き
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
り
、
神
仏

分
離
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、

高
尾
山
は
寺
院
と
し
て
存
続

す
る
道
を
選
び
ま
す
。
鳥
居

は
撤
去
さ
れ
、
飯
縄
大
権
現

は
飯
縄
不
動
と
呼
び
替
え
ら

れ
ま
し
た
。
１
８
８
１
（
明

治
14
）
年
に
は
醍
醐
派
か
ら

智
山
派
に
転
じ
て
、
後
に
成

髙
尾
山
薬
王
院

雨
宮
秀
徳
が
１
５
８
０
（
天
正
８
）
年
に

創
立
。
１
５
９
７
（
慶
長
２
）
年
、
神
奈

川
県
愛
甲
郡
小
野
村
に
あ
る
龍
鳳
寺
の
末

寺
と
な
り
、
本
寺
第
四
世
香
山
充
孫
に

よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
。
本
尊
は
聖
観
音
菩

薩
。
春
に
は
し
だ
れ
桜
、
夏
に
は
ホ
タ
ル

が
観
賞
で
き
る
。

１
６
４
９
（
慶
安
２
）
年
創
建
。
１
８
７

０
（
明
治
３
）
年
に
十
二
社
大
権
現
の
社

名
を
十
二
社
に
改
称
し
た
。
１
９
４
５

（
昭
和
20
）
年
の
八
王
子
空
襲
で
社
殿
を

焼
失
。
東
京
陸
軍
幼
年
学
校
内
に
あ
っ
た

雄
健
神
社
の
社
殿
を
遷
座
し
、
１
９
６
３

（
昭
和
38
）
年
に
拝
殿
を
造
立
し
た
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
問
題
は
地
域
の
問

題
と
考
え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
団

体
。
猫
好
き
の
一
般
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
営
。
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
レ
ン

ダ
ー
を
発
行
し
て
い
る
。
毎
週
水
・
土
・

日
・
祝
日
の
午
後
に
予
約
制
の
譲
渡
会
を

開
催
。

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
開
園
。
街
中
の

道
路
や
信
号
機
な
ど
を
再
現
し
、
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
安
全
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
交
通
安
全
教
育
指
導
員
に
よ
る

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

自
転
車
な
ど
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る

（
使
用
料
無
料
）。

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
幅

広
い
年
齢
層
の
健
康
を
支
え
る
施
設
。
２

階
に
は
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
高
尾
」、
１
階
に
は
売
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
も
あ
る
。
集
会
室
や
室
内
プ
ー

ル
な
ど
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
。
毎
月
第

２
月
曜
日
と
年
末
年
始
休
館
。

❽興福寺

❾十二社 ❻はちねこ

❿東浅川交通公園 ❼東浅川保健福祉センター

み
こ
ろ
も
公
園
西
側
に
あ
る
、
台
座
を
含

め
た
高
さ
14
・
５
ｍ
の
日
本
最
大
級
の
菅

原
道
真
公
像
。
大
正
天
皇
陵
御
治
定
記
念

事
業
と
し
て
建
て
ら
れ
、
１
９
３
７
（
昭

和
12
）
年
に
完
成
。
制
作
者
は
明
治
を
代

表
す
る
彫
塑
家
の
渡
辺
長
男
。
そ
ば
に
は

高
尾
天
神
社
の
社
殿
が
あ
る
。

❺
菅
原
道
真
公
銅
像

ひ
と
休
み

コ
ラ
ム

▲

奥
ノ
院
不
動
堂
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か
つ
て
は
道
の
中
央
に
、
小
名
路
の
古
淵

か
ら
南
浅
川
の
水
を
引
い
た
水
路
（
堀
）

が
流
れ
て
い
た
が
、
１
８
８
９
（
明
治

22
）
年
の
甲
州
街
道
改
修
時
に
埋
め
ら
れ

た
。
現
在
は
道
の
南
側
に
水
路
が
流
れ
て

い
る
。
往
時
の
街
道
の
趣
を
感
じ
さ
せ
る

道
で
あ
る
。

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
、
八
王
子
警
察

署
よ
り
分
離
し
、
都
内
１
０
０
番
目
の
警

察
署
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
八
王
子
の
西

部
地
域
を
管
轄
し
、
高
尾
山
岳
救
助
隊
を

配
備
し
て
い
る
ほ
か
、
多
摩
御
陵
の
警
備

も
担
っ
て
い
る
。
運
転
免
許
更
新
の
手
続

き
な
ど
も
行
う
。

甲
州
街
道
沿
い
の
い
ち
ょ
う
並
木
が
黄
葉

す
る
11
月
、
追
分
町
か
ら
小
仏
関
所
ま
で

を
舞
台
に
、
市
民
有
志
の
手
作
り
の
祭
り

と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
い
ち
ょ
う
祭
り
」。

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
か
ら
始
ま
っ
た

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
作
業
を
一
手
に
担

う
。（
は
ち
と
ぴ
15
号
参
照
）

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
開
設
。
当
時
は

「
浅
川
駅
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
代
名
詞

と
も
い
え
る
北
口
の
社
寺
風
デ
ザ
イ
ン
の

駅
舎
は
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
大
正

天
皇
大
喪
の
際
に
移
設
さ
れ
た
も
の
。
１

９
６
１
（
昭
和
36
）
年
に
高
尾
駅
と
改
称

し
た
。（
は
ち
と
ぴ
34
号
参
照
）

多
摩
御
陵
へ
の
皇
族
参
拝
用
駅
と
し
て
１

９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
造
営
さ
れ
た
。

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
市
の
文
化
施

設
、
陵
南
会
館
に
衣
替
え
し
た
が
、
１
９

９
０
（
平
成
２
）
年
に
過
激
派
の
放
火
に

よ
っ
て
焼
失
し
た
。（
は
ち
と
ぴ
34
号
参

照
）

⓮甲州街道旧道 ⓫高尾警察署

⓬いちょう祭り事務局

⓰高尾駅 ⓭東浅川宮廷駅跡

田
山
、
川
崎
大
師
と
と
も
に

真
言
宗
智
山
派
関
東
三
大
本

山
の
１
つ
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
０
１
年
に
は
現
在
の
大

本
堂
が
新
た
に
竣
工
し
ま

す
。

　

寛
永
年
間
に
建
築
さ
れ
た

不
動
堂
、
17
世
紀
後
半
か
ら

18
世
紀
前
半
こ
ろ
ま
で
に
建

立
さ
れ
た
仁
王
門
、
１
７
２

９
（
享
保
14
）
年
に
建
立
さ

れ
た
と
さ
れ
る
飯
縄
権
現
堂

本
堂
、
江
戸
時
代
に
建
立
さ

れ
た
大
師
堂
は
、
い
ず
れ
も
都
指
定
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
縄
大
権
現
の
使
い
は
天
狗
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
高
尾
山
で
は

天
狗
信
仰
が
盛
ん
な
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
伝
説
や
信

仰
が
あ
り
、
天
狗
は
神
格
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
来
高
尾

山
は
修
験
道
の
山
と
も
い
わ
れ
、
山
伏
に
よ
る
修
業
が
重
ね
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
今
も
な
お
琵
琶
滝
と
蛇
滝
の
２
つ
の
滝
を
擁
し
、
滝
修

行
の
道
場
と
し
て
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
は
ち
と

ぴ
２
号
参
照
）

 

ほ
か
に
も
火
渡
り
祭
、

写
経
会
、
精
進
料
理
の
提

供
な
ど
、
薬
王
院
は
現
在

も
多
く
の
人
が
親
し
み
や

す
い
体
験
修
行
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

「
六

ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う

根
清
浄
石
ぐ
る
ま
」

や
「
願

ね
が
い
か
な
う
わ
く
ぐ
り

叶
輪
潜
」
と
い
っ

た
新
た
な
祈
願
の
形
を
生

み
出
し
な
が
ら
、
高
尾
山

信
仰
の
拠
点
で
あ
り
続
け

て
い
る
の
で
す
。

樫
と
欅
が
根
元
か
ら
１
本
に
な
っ
て
い
る

「
縁
結
び
の
木
」
が
ご
神
木
。
自
分
と
思

い
を
寄
せ
る
相
手
の
名
を
書
い
た
小
石
２

つ
を
根
元
に
置
く
と
願
い
が
成
就
す
る
と

い
う
。
８
月
の
祭
礼
に
は
、
獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
て
き
た
。「
お
湯
花
」
と
い
う
行

事
も
行
わ
れ
る
。

⓯
熊
野
神
社

▲

飯
縄
権
現
堂

▲

天
狗
像
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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「浅川」

この場所を
紹介します！

マイペースで
歩きましょう！

旧甲州街道探訪コース
★浅
川地
域を 知

る！　その２
深～く

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
２
日
の
八

王
子
空
襲
で
は
、
旧
浅
川
町
で
も
甲
州
街

道
沿
い
の
集
落
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が

出
た
。
川
原
宿
の
金
子
宅
も
全
焼
し
た

が
、
庭
先
に
あ
る
祠
（
稲
荷
）
は
焼
け
残

り
、
金
子
商
店
の
裏
の
敷
地
内
に
移
転
し

た
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。

❶
戦
災
稲
荷

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
開
館
。
浅
川
地

区
住
民
協
議
会
が
運
営
し
、
和
室
や
調
理

室
、
美
術
室
、
陶
芸
窯
室
、
会
議
室
、
音

楽
室
、
地
区
図
書
室
、
体
育
室
な
ど
を
備

え
る
。
毎
年
３
月
に
セ
ン
タ
ー
祭
り
が
行

わ
れ
る
。
併
設
し
て
浅
川
事
務
所
、
地
域

福
祉
推
進
拠
点
浅
川
が
あ
る
。

❷浅川市民センター

拡大した
地図を参考にして

ください

はちとぴ
観光

―特 撰―
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あともう
少しだよ！

奥
宮
・
本
殿
・
拝
殿
・
神
楽
殿
が
山
頂
に

鎮
座
し
て
い
た
が
、
１
９
９
３
（
平
成

５
）
年
に
奥
宮
と
本
殿
を
山
上
に
残
し

て
、
拝
殿
と
社
務
所
を
山
麓
に
建
立
し

た
。
本
殿
裏
手
に
は
西
南
戦
争
か
ら
第
１

次
世
界
大
戦
ま
で
の
従
軍
者
の
名
を
刻
ん

だ
碑
が
建
つ
。

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
完
成
し
た
木

造
２
階
建
て
の
建
物
。
１
９
５
９
（
昭
和

34
）
年
に
浅
川
町
が
八
王
子
市
と
合
併
し

た
後
も
浅
川
支
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
。
か
つ
て
は
浅
川
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
や
高
尾
交
通
安
全
協
会
が
入
居
し
て
い

た
（
現
在
は
移
転
）。

❹白山神社 ❸旧浅川町役場

車や自転車に
気をつけて

歩きましょうね！

拡大した
地図を参考にして

ください

ここから山道に
入ります
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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「浅川」

戦
国
時
代
に
は
小
仏
峠
に
設
置
さ
れ
て
い

た
が
、
１
５
８
０
（
天
正
８
）
年
に
麓
の

駒
木
野
に
移
さ
れ
、
北
条
氏
滅
亡
後
に
現

在
地
に
移
さ
れ
た
。
番
所
は
１
８
６
９

（
明
治
２
）
年
に
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
１

９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
国
指
定
史
跡
と

な
っ
た
。

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
建
立
。
小
仏
関

の
関
守
で
あ
っ
た
落
合
直
亮
・
直
澄
兄

弟
、
川
村
光
豁
を
讃
え
た
も
の
。
歌
人
落

合
直
文
（
直
亮
の
養
子
）
の
弟
子
で
あ
る

与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
が
、
関
跡
を
訪
れ
た

時
に
詠
ん
だ
歌
が
尾
崎
行
雄
の
筆
で
裏
面

に
刻
ま
れ
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
中
、
裏
高
尾
町
荒
井
地
区
か

ら
出
征
し
、
戦
死
し
た
陸
海
軍
の
兵
士
・

軍
属
13
名
の
供
養
の
た
め
、
１
９
８
０

（
昭
和
55
）
年
に
地
区
と
し
て
建
立
し
た

供
養
塔
。
左
右
面
、
背
面
に
戦
死
者
の
陸

海
軍
別
の
階
級
、
氏
名
、
年
齢
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

❽
小
仏
関
跡

❾
先
賢
彰
徳
碑

❿
荒
井
町
会
慰
霊
碑

南
北
朝
時
代
の
１
３
６
４
（
貞
治
３
）
年

開
山
。
こ
の
辺
り
の
字
名
「
小
名
路
」
の

由
来
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
期
に
は
村
役

場
の
事
務
を
担
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
１

９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
本
堂
を
現
在
地

に
新
築
移
転
。
本
堂
に
は
本
尊
阿
弥
陀
如

来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

両
界
橋
際
に
建
つ
旅
館
跡
。
小
説
家
の
中

里
介
山
は
こ
こ
で
「
隣
人
学
園
」
を
開

き
、
地
域
の
人
び
と
を
集
め
て
講
話
や

読
書
会
を
行
っ
た
（
下
記
コ
ラ
ム
参
照
）。

裏
は
南
浅
川
の
古
淵
と
い
う
箱
庭
的
景
勝

地
で
あ
り
、
か
つ
て
は
こ
の
辺
り
に
旅
館

が
軒
を
並
べ
て
い
た
。

駒
木
野
病
院
の
前
身
、
小
林
病
院
の
住
居

兼
医
院
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
。

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
開
園
。
大
正

年
間
に
築
造
さ
れ
た
平
屋
の
母
屋
と
、
昭

和
初
期
に
増
築
さ
れ
た
２
階
屋
で
構
成
さ

れ
、
本
格
的
な
日
本
建
築
を
楽
し
め
る
。

入
場
無
料
、年
末
年
始
を
除
く
通
年
開
園
。

❺金南寺

❻旧花屋旅館

❼高尾駒木野庭園

　
幕
末
を
舞
台
に
、
虚
無
に
と
り
つ
か
れ
た
剣
士
、
机

龍
之
介
を
主
人
公
と
し
た
長
編
時
代
小
説
『
大
菩
薩
峠
』。
こ
の
41

巻
に
の
ぼ
る
未
完
の
一
大
巨
編
を
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
か
ら
１

９
４
１
（
昭
和
16
）
年
の
約
30
年
に
わ
た
っ
て
執
筆
し
続
け
た
の

が
、
中
里
介
山
（
本
名
・
中
里
弥
之
助
）
で
す
。

　

１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
、
神
奈
川
県
西
多
摩
郡
羽
村
（
現
東
京

都
羽
村
市
）
に
生
ま
れ
た
介
山
は
、
小
学
校
教
員
と
な
っ
た
後
、
都

新
聞
に
入
社
。
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
社
会
主
義
に
進
み
、
平
民
新
聞
に

寄
稿
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
合
間
に
書
き
始
め
た
『
大
菩
薩
峠
』
が

成
功
し
、
介
山
は
執
筆
に
集
中
す
る
た
め
都
新
聞
を
退
社
。
１
９
２

１
年
に
は
高
尾
山
麓
の
二
軒
茶
屋
、
旧
佐
藤
旅
館
の
一
間
を
借
り
て

執
筆
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ほ
ど
気
に
入
っ
た
の
か
、
翌
年

に
は
こ
の
地
に
移
住
し
、
執
筆
に
疲
れ
る
と
滝
に
打
た
れ
る
な
ど
、

高
尾
山
で
の
生
活
に
す
っ
か
り
な
じ
ん
で
い
き
ま
す
。

　

介
山
が
移
住
し
た
の
は
、
現
在
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
清
滝
駅
の
奥
、

東
京
高
尾
病
院
裏
手
に
あ
た
る
場
所
で
、
名
物
で
あ
っ
た
千
年
樫
の

そ
ば
で
す
。
現
在
、
草
庵
跡
と
し
て
碑
が
建
っ
て
い
る
場
所
に
六
畳

二
間
の
妙
音
谷
草
庵
を
結
び
、『
大
菩
薩
峠
』
の
執
筆
を
続
け
ま
し

た
。
こ
の
時
期
の
の
び
や
か
な
日
々
を
、
介
山
は
こ
の
よ
う
に
述
懐

し
て
い
ま
す
。

　
「
高
雄
の
山
の
千
年
樫
の
下
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
ど
う

し
て
も
現
は
し
き
れ
な
い
夢
の
や
う
な
ロ
ー
マ
ン
ス
も
人
間
苦
の
観

照
も
あ
つ
た
」（『
千
年
樫
の
下
に
て
』
よ
り
）

　

一
方
、
１
９
２
４
年
に
は
、
浅
川
地
域
の
旧
家
で
あ
る
設
楽
政

中里介山ひと休み
コラム

▲1921年ころ、高尾山時代の中里介山
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１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
創
業
。
高
尾
山

系
の
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
の
恵
み
に
育

ま
れ
た
豆
腐
づ
く
り
を
続
け
る
。
木
綿
豆

腐
や
寄
せ
豆
腐
、
生
揚
げ
、
が
ん
も
ど
き

の
ほ
か
、
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
も
販
売

し
て
い
る
。
毎
週
木
曜
定
休
。（
は
ち
と

ぴ
８
号
参
照
）

高
尾
山
参
詣
者
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
休

憩
所
で
、
今
も
軒
下
に
講
札
が
貼
ら
れ
て

い
る
。
か
つ
て
高
尾
山
の
蛇
滝
信
仰
の
講

中
が
利
用
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
「
ふ

ぢ
や
新
兵
衛
」
と
い
う
旅
籠
だ
っ
た
。
建

物
右
手
の
蛇
滝
へ
の
道
標
は
「
上
行
講
是

よ
り
蛇
瀧
ま
で
八
丁
」
と
刻
む
。

別
称
「
だ
ん
じ
き
寺
」。
境
内
に
は
三
度

飛
脚
の
常
夜
燈
や
都
天
然
記
念
物
の
カ
ゴ

ノ
キ
が
あ
る
。
主
幹
は
枯
れ
て
い
る
が
、

周
囲
を
枝
幹
が
取
り
巻
い
て
１
株
に
な
っ

て
い
る
。
幹
周
り
約
４
ｍ
、
高
さ
約
13

ｍ
、
樹
勢
盛
ん
で
、
関
東
地
方
有
数
の
大

樹
で
あ
る
。（
は
ち
と
ぴ
37
号
参
照
）

八
王
子
市
と
相
模
原
市
と
の
境
に
あ
る
峠

で
、
標
高
５
４
８
ｍ
。
峠
の
下
を
Ｊ
Ｒ
中

央
本
線
や
中
央
自
動
車
道
の
小
仏
ト
ン
ネ

ル
が
通
る
。
か
つ
て
は
３
軒
ほ
ど
の
茶
店

が
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
無
人
で
荒
れ
て
い

る
。「
明
治
天
皇
小
佛
峠
御
小
休
所
阯
の

碑
」「
三
条
実
美
の
歌
碑
」
が
建
つ
。

関
所
梅
林
、
天
神
梅
林
、
湯
の
花
梅
林
、

す
る
さ
し
梅
林
、
木
下
沢
梅
林
と
小
仏
川

沿
い
の
遊
歩
道
梅
林
を
中
心
と
し
た
約

４
・
５
㎞
の
間
に
、
お
よ
そ
１
万
本
の
紅

白
の
梅
が
咲
き
誇
る
。
例
年
２
月
下
旬
か

ら
３
月
中
旬
こ
ろ
ま
で
が
見
ご
ろ
で
、
３

月
に
は
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
。

⓮するさしの豆腐 ⓫旧蛇滝茶屋

⓰小仏峠 ⓭高尾梅郷

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
５
日
、
湯

の
花
ト
ン
ネ
ル
で
、
米
軍
戦
闘
機
Ｐ
51
の

銃
撃
に
よ
る
日
本
最
大
級
の
列
車
銃
撃
空

襲
が
起
こ
っ
た
。
現
在
も
「
い
の
は
な
ト

ン
ネ
ル
列
車
銃
撃
遭
難
者
慰
霊
の
会
」
が

活
動
を
続
け
、
毎
年
８
月
５
日
に
供
養
の

集
い
を
行
っ
て
い
る
。

 

⓬�

湯
の
花
ト
ン
ネ
ル	�

慰
霊
碑

治
、
料
亭
花
屋
の
若
主
人

の
細
川
喜
治
、
野
口
兵
蔵

ら
の
協
力
を
得
て
、
日
曜

学
校
の
よ
う
な
も
の
を
始

め
ま
し
た
。
子
ど
も
を
中

心
と
し
た
地
域
の
人
び
と

を
対
象
に
し
て
、「
敬
天
、

愛
人
、
克
己
」
と
い
う
教

育
目
標
を
掲
げ
た
「
隣
人

学
園
」
で
す
。
講
話
や
読

書
会
な
ど
を
通
し
て
、
介

山
の
考
え
る
ユ
ー
ト
ピ
ア

を
実
現
し
よ
う
と
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
９
２
５
年
に
高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
架
設
工
事

が
始
ま
る
と
、
介
山
は
草
庵
を
取
り
壊
し
て
高
尾
を
去
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
静
か
な
高
尾
の
環
境
を
愛
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
工
事
に

伴
う
樹
木
伐
採
や
工
事
の
轟
音
に
悩
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。

　

そ
の
後
、
奥
多
摩
に
草
庵
を
結
び
、
隣
人
学
園
と
同
じ
く
図
書
室

や
武
道
場
を
開
放
し
た
「
隣
人
道
場
」
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
奥
多

摩
で
も
青
梅
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
）
の
工
事
に
か
か
っ
て
移
住
す

る
こ
と
に
。
故
郷
の
羽
村
に
戻
っ
て
「
西
隣
村
塾
」
を
開
く
な
ど
し

て
、
１
９
４
４
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
中
里
介
山
の
か
か
わ
っ
た
活

動
は
、
浅
川
地
域
、
ひ
い
て
は
市
内
の
文
化
運
動
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
現
在
も
残
る
建
物
や
石
碑
に
触
れ
つ
つ
、
名
著

『
大
菩
薩
峠
』
を

楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

⓯
宝
珠
寺

▲1924年、隣人学園の生徒たちと

▲

妙
音
谷
草
庵
跡
の
碑
（
編
集
部
撮
影
）

※�

特
記
な
き
写
真
は

『
新
潮
日
本
文
学
ア

ル
バ
ム
中
里
介
山
』

よ
り



10

市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介

９
０
年
代
あ
た
り
か
ら
、
モ
ノ
で
伝
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
人
が
増
え

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
振
り
返

る
の
は
、
会
の
発
足
か
ら
か
か
わ
り
、

現
在
は
事
務
局
長
を
務
め
る
齊
藤
勉
さ

ん
。

　

現
在
の
主
な
活
動
は
、
年
４
回
の
会

報
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
あ
さ
か
わ
」
の
発
行

や
、
月
１
回
の
地
下
壕
見
学
会
の
開

催
、
秋
の
浅
川
地
区
文
化
展
へ
の
出
展

な
ど
で
、
２
０
０
５
年
に
は
地
下
壕
の

歴
史
を
ま
と
め
た
『
学
び
・
調
べ
・
考

え
よ
う　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
浅
川
地

下
壕
』
も
刊
行
し
ま
し
た
。「
学
習
会

や
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
、
活
動
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語
る
齊
藤

さ
ん
。
浅
川
地
下
壕
と
い
う
市
内
屈
指

の
戦
跡
か
ら
、
い
か
に
し
て
戦
争
の
愚

か
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
学
び
、
平
和
の
実

現
に
寄
与
し
て
い
く
の
か
、
模
索
し
な

が
ら
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

戦
跡
の
意
義
を
掘
り
起
こ
す

　

浅
川
地
下
壕
は
高
尾
駅
の
南
側
、
金

比
羅
山
の
地
下
な
ど
３
か
所
に
掘
ら
れ

た
、
い
ま
も
残
る
巨
大
な
戦
跡
で
す
。

一
時
期
は
観
光
施
設
と
し
て
開
放
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
１

９
９
０
（
平
成
２
）
年
に
市
民
有
志
が

「
浅
川
大
地
下
壕
の
保
存
と
平
和
資
料

館
建
設
に
関
す
る
請
願
」
を
提
出
し
た

こ
と
に
よ
り
、「
戦
跡
」
と
し
て
の
一

面
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
請
願
は
翌
年
に
市
議
会
で

採
択
さ
れ
、
浅
川
地
下
壕
は
歴
史
を
伝

え
る
貴
重
な
史
跡
と
し
て
一
定
の
理
解

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
大
き
な
動
き
も
な

い
ま
ま
歳
月
だ
け
が
経
過
。
浅
川
地
下

壕
を
公
的
に
保
存
・
公
開
し
、
平
和
資

料
館
の
建
設
や
浅
川
史
跡
自
然
公
園
の

整
備
を
八
王
子
市
と
東
京
都
に
求

め
る
た
め
、
１
９
９
７
年
に
「
浅

川
地
下
壕
の
保
存
を
す
す
め
る

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
こ
の
年
に
は
「
戦
争
遺
跡
保

存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
組
織

さ
れ
る
な
ど
、
各
地
で
戦
跡
保
存

の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
た
時

期
で
し
た
。「
い
ま
ま
で
は
戦
争

に
か
か
わ
る
活
動
と
い
え
ば
体
験

の
継
承
が
中
心
で
し
た
が
、
１
９

浅川地下壕の保存をすすめる会◆年会費2000円（学生は500円、団体は3000円）
◆�地下壕見学会は毎月１回開催（不定期）。詳細
は会のホームページ参照。

◆問い合わせ先：（664）8615（齊藤）

▲地下壕見学会のようす


